
【オオルリ～５月】全長約１５㎝、スズメよりやや大きめです。沢沿いや山間の湖沼沿いの森林に生息して

おり、姿を見せなくても鳴き声で判断がつくほど美声の持ち主です。写真のような美しい色彩になるには、

2～３年を要すと考えられています。ウグイスやコマドリとともに「日本三鳴鳥」と言われています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

↑上段左のオオルリは、上記オオルリの色彩よりは「やや薄い青」のため、まだ３年は経過していないものと思われます。中央と右のオ

オルリは「若鳥・幼鳥」ですが、この時期は雌の羽色と似た「茶褐色」で、背面の一部と風切羽と尾羽に青色が表れているのみです。 

【サクラの楽しみ方～５月】残雪の大雪山連峰とサクラ。様々な野鳥をサクラと撮影(鳥はキビタキです)。「桜吹雪」「花吹雪」

の後の光景。写真は残雪の上に、サクラの花びらが敷き詰められた様子です。サクラの鑑賞も様々な楽しみ方がありますね。 

 



                                             

 

 

  

 

  

 

  

                                             

 

 

 

                                                           

                                             

 

 

  

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

                                 

                  

  

                                             

☆チビターニュース/山の実 ２０１８年 5月 25 日（金） 第 85 号☆ 

☆  

【キタキツネ換毛期～５月↑】キツネが換毛期に入り

ました。しっぽはまだ「フサフサ」としていましたが、

顔は毛が抜け落ち「お面」みたいな様相ですね。冬

毛は健康的で、夏毛はやつれ気味、健康状態は同

じなんですよ。でも、冬毛が可愛いですね。 

 

 

 

 

 

【笠雲～４月↑】高い頂に笠をかぶったように見える

雲。レンズ雲とも言われ、天気の変わる前兆です。水

蒸気を多く含んだ強い風が吹きついている時なので、

低気圧が近付いてくる印です。但し、春や夏の場合は

谷風により似たような雲が発生する時があり、この時

の雲は天気が良く風が静かなので、雨が降らないこと

があります。秋や冬の初めに多いですが、この笠雲は

「富士山」で有名ですね。  大雪山系愛別岳 

【福寿草・エゾエンゴサク～3・４月】残雪の林

床に春の訪れを告げる福寿草、早春の林床を紫色

に染めるエゾエンゴサク。今年の開花は福寿草が

3/31(昨年 4/6)、エゾエンゴサクが 4/18(昨年

4/21)とやや早めの開花でした。 

【←石狩川の水が緑色に～５月】 

水に光が当たると長波長の光（赤い光）は吸収

されやすいので、綺麗な水はシアン(青い光と緑

の光を混ぜた色)がかります。そこに植物プラン

クトン(自らはほとんど運動力を持たず、水中や

水面に浮いて生活している小さな生物の総称)

がいると、その体内の葉緑素に緑の光は反射、

青い光は吸収されるため、緑の光が増えるので

水も緑に見えます。 

要は、水の富栄養化が原因なのです。 

【エゾユキウサギ～５月】 

ウサギも春の陽気で眠いのです・・・。 



 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                             

 

 

 

☆チビターニュース/森のたね ２０１８年 5 月２５日（金） 第 85 号☆ 

☆  

【イスカ 中央が雌 左が雄～４月↓】体長約１７㎝、山地の針葉樹林に生息しています。雄の赤色も特徴ですが、

くちばしの先端が交差した特殊な形です。マツ類の種子や芽を採食しますが、食い違ったくちばしは、松カサをこじ

開けて中の種子を食べるために特殊化したものです。さえずりは「チュチュピーピーピーピー」と特徴がありますが、

写真のように「松カサ」が散乱している場合は見つけるチャンスかもしれません。中々お目にかかれない野鳥です。 

【キタキツネ～４月↓】キツネもそれぞれです。左のキツネは左前脚を「骨折」しています。ぶら～ん、ぶら～ん状

態です。これでは「狩り」は中々難しいと思われます。何とか生き抜いてほしいです。右のキツネは両者ともに超高

速での追いかけ・逃げまどったすえ「エゾユキウサギ」を捉えました。両極端な野生の姿を垣間見た瞬間でした。 
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6/10 ・7/22(詳細はHPをご覧下さい) 

季節により開催地を決定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成３０年度年間講座■ 

                          

★★観察会は事前申し込みが必要です★★ 

★★詳細についてはお問合せください★★ 

折って切って開いたら、あらステキ♪ 

子供から大人まで楽しめます。 

参加自由・無料/申し込みは不要です 

 

発行：大雪山国立公園  

 

℡ 01658－9－4400 ／fax 01658－9－4401 

アドレス : http://www.sounkyovc.net/ 

開館時間 ６月～１０月／８：００～１７：３０無休・入館無料 

１１月～ ５月／９：００～１７：００月曜日休（祝祭日は翌日） 

                      2018 年 5 月 25 日発行 M・K 

 

 

 

 

                           

白黒紙面でご覧の皆様へ ～ パソコンをお持ちの方は、上

記のアドレスで公開していますので、そちらもご覧下さい。 

■大雪山フィールドノート写真展■ 

（日時）常時展示 

【場所】ビジターセンターレクチャールーム 

（内容）一年を通じた大雪山の自然を写真と解説文で紹介しています。    

皆様のお越しを心よりお待ち申し上げております。 

 

仔が産まれました。大きくなる

につれ、雄だけでは餌が足り

ず、夫婦そろって餌探しです。 

3月↓ 4月↓ 5月↓

3/21 フキノトウ芽吹く 上 4/1 オオアカゲラ、ヒバリ、オジロワシ、クジャクチョウ 上 5/1 エゾムラサキツツジ開花(昨年5/9) 層

3/22 オオワシ・オジロワシ(幼鳥含)約２０羽 層 4/2 エゾリス(アルビノ) 上 5/2 クロツグミ、キタキツネ、センダイムシクイ、日暈 上

エゾシカの残滓(ざんし　のこりかす)に群がる 4/4 オオマシコ、キタキツネ、ハクチョウ 上 エゾアカガエル、クマゲラ、センダイムシクイ 層

彩雲、日暈、キタキツネ、エゾリス(アルビノ) 上 4/5 エゾシカの残滓(ざんし　のこりかす)に 層 5/3 エゾヤマザクラ開花(昨年5/9) 上

ヒガラ、カラス巣造り、ヤマガラ、ヤマゲラ オジロワシ２羽群がる 　 5/4 オオルリ、ヤマシギ、クロジ 上

3/23 日暈、オオワシ 層 4/8 ナキイスカ、イスカ 上 キタキツネ雌雄で仔に給餌 層

3/24 彩雲、レンズ雲 上 4/9 カワラヒワ大群 上 5/6 日暈、イカル、オオルリ、コマドリ 上

3/25 疥癬(かいせん)病のキタキツネ、オジロワシ 上 4/11 イスカ、ヒガラ、ツグミ、ウソ、シメ、アトリ 上 5/8 オオルリ、クロツグミ、ベニマシコつがい、エゾライチョウつがい 上

3/27 アオサギコロニー形成（５年連続）、クマゲラ、ミソサザイ 上 クマゲラ 層上 5/9 オオルリ、シノリガモ繁殖期 上

3/28 オジロワシ、ホオジロ、彩雲、キレンジャク 上 4/12 クマゲラ、エゾタヌキ国道で車の犠牲に 層 5/13 エゾリス、ヒメギフチョウ 上

3/29 ウソ群れ、マヒワ、カワラヒワ、ヤマガラ 上 4/13 エゾユキウサギ、クマゲラ、キタキツネ 上 エゾヤマザクラ開花(昨年5/12） 層

3/30 クマゲラ、オオアカゲラ、ヤマゲラ　各つがい 上 4/14 キタキツネ(足を骨折した様子) 上 5/15 イカル、ベニヒワ、クロツグミ、アカハラ、キビタキ 上

3/31 キタキツネ、エゾリス、福寿草開花（昨年4/6) 上 4/17 エゾユキウサギ、キツネの犠牲に 上 5/16 ビンズイ、マヒワ 上

ヒグマ足跡(初確認は3/5) 4/18 日暈、エゾエンゴサク・ヒメイチゲ開花(昨年21日) 上 コガモ親子連れ 層

上川・層雲峡気象↓（積雪は１０㎝以上記載） 4/19 オジロワシ幼鳥、ベニマシコ、モズ、アカハラ 上 5/18 熊糞 上

3/27 センター前最高気温１０℃ カワラヒワ・マヒワ群れ、シマエナガ、シメ、ツグミ アカゲラ抱卵 層

3/28 センター前最高気温１５℃ 4/20 クロツグミ、エゾノリュウキンカ(昨年4/25) 上 5/20 アカゲラ巣造り 上

3/28 上川町日最高気温１４．８℃　３月観測史上１位 4/21 コチドリ、エゾムラサキツツジ開花(昨年5/3) 上 熊糞 層

3/31 層雲峡　月降水量多　１５５．０㎜　３月観測史上１位 キタキツネ車の犠牲に、ミズバショウ芽吹く 層 黒岳気象他↓

3/31 ３月降雪量　層雲峡１１７㎝　上川１１３㎝ 幻の滝「白蛇の滝」現る（昨年4/26) 　 3/22 七合目積雪４７０㎝

3/31 昨年同月　　　層雲峡　　８３㎝ 　 上川　　６８㎝ 4/22 エゾシカ車の犠牲に 層 3/25 七合目積雪４６０㎝

3/31 ３月積雪深　層雲峡１４６㎝　上川　８１㎝ 4/23 エゾシカ車の犠牲に 層 3/28 七合目積雪４６５㎝

3/31 昨年同月　　層雲峡１３３㎝  上川　８４㎝ 4/26 カタクリ開花（昨年4/25) 上 3/29 七合目積雪４６０㎝

4/11 上川積雪深０　昨年4/23 4/29 キタキツネ、ベニマシコ、コブシ開花(昨年5/2) 上 3/30 七合目積雪４４５㎝

4/19 センター前最高気温＋１６℃ エゾライチョウ 　 4/1 七合目積雪４４０㎝

4/20 センター前最低気温＋３℃　 4/30 エゾユキウサギ繁殖期 上 4/11 七合目積雪４５０㎝

4/21 センター前最高気温＋１８℃ 4/12 七合目積雪４５５㎝

4/21 上川最高気温２１．２℃　今期最高 4/14 七合目積雪４６０㎝

4/22 層雲峡積雪深０　昨年4/30 4/17 七合目積雪４７０㎝

4/29 上川最高気温２１．７℃ 4/18 七合目積雪４６０㎝

4/30 センター前最低気温１０℃　最高気温２２℃ 4/21 七合目積雪４５０㎝

上川最高気温２２．５℃ 4/23 七合目積雪４３０㎝

5/5 センター前最低気温８℃　最高気温４℃ 4/27 七合目積雪４２０㎝

最低気温が最高気温を上回る珍現象 4/29 七合目積雪４１０㎝

層雲峡一時降雪（三国峠降雪) 5/3 七合目積雪４００㎝

5/16 上川最高気温２４．２℃ 5/5 七合目積雪３８０㎝

5/19 層雲峡一時雪、各峠降雪 （5/6にて冬季営業終了)昨年比＋２０㎝）

カレンダー期間　03/21-05/20
観測地：上・上川 層・層雲峡　  
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